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1. 古宇利島と塩屋湾の概要

沖縄島北部～中部地域には年間行事の神祭にシヌグとウンジ

ャミがあり，部落によって，国頭村安田区のように大シヌグと小シヌ

グ（シヌググァー，ウンジャミ）が交互にそれぞれ隔年で行われる

所と，伊平屋村のように我喜屋区でシヌグ，田名区でウンジャミと

別々に行われる所もある 1,2,3)．ウンジャミ祭祀は海神祭ともいわれ，

塩屋湾ではウンガミと称している．ウンジャミ（海神祭）は 4），大宜

味村字塩屋付近，字謝名城，田嘉里，名護村字名護，今帰仁村

字今泊，古宇利，本部村崎本部，国頭村字安田，安波などにて

行い，最も盛んなるは塩屋付近にして名護これに次ぐとされる．今

回は，古宇利島ウンジャミと塩屋湾ウンガミを調査した．図 1 から，

古宇利島は海を隔てて塩屋湾のおよそ北西 8 km の地点にある．

古宇利島は今帰仁村の一区である．地名辞典を参考にすると
5,6)，今帰仁村は旧今帰仁間切の一村で，本部半島の北側に位置

する．今帰仁間切は国頭方九間切の一つ，1666 年まで伊野波間

切（のちの本部間切）を含み半島の大部分を占めていた．名称は，

伊麻奇時利（イマキジリ「海東諸国記」1471 年），みやきせん（「お

もろさうし」）がみえ，絵図郷村帳で崎本部村・伊野波村・具志堅

村・今帰仁村・仲尾次村・天底村・運天村・沖ノ郡島（古宇利島）な

ど 36 か村，のち一部の村が羽地間切，本部間切，現名護市への

管轄替え・移村，また再度当間切に移入さらに新しい村の成立な

どがあり，1719 年頃は 20 か村となった．

1908 年（明治 41 年），沖縄県及島嶼町村制施行で 16 か村

（字）をもって今帰仁間切が国頭郡今帰仁村と改称される．

図 1 古宇利島と塩屋湾の位置

古宇利島は今帰仁村の東岸，本部半島の運天港からほぼ北

東約 2㎞の洋上の離島である．島はほぼ円形で，南北約 2.1 km，

東西約 1.9 km，周囲 7.88 km，面積 3.12 km2，海抜最高 106.9 m，

主に第 4 紀の琉球石灰岩（隆起サンゴ礁）からなる小低島である．

古宇利原遺跡は貝塚時代前期からグスク時代の遺跡で，荻堂

式土器・大山式土器・室川式土器，宇座浜式土器・奄美系土器，

輸入陶磁器などが出土している．島にはナナムイ・ナナタキと呼ば

れる 7 つの御嶽があり，マーハグチ・ハマンシー・プトゥキヌメーヌ

御嶽は沖縄における人類発祥地であるという神話がある．「太古こ

の島に，男女二人の人が棲んでいた．二人は裸體にて恥づる事

もなく，毎日天から落ちる餅に，何事もなく養はれ，その残りをも打

ち棄てゝ暮らしてゐたが，いつの間にか智慧付いて，その残りを貯
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え，又蒲葵の葉を採りて掌を作り恥を匿すやうにもなった．その時

から，天の餅も落ちて来なくなり，二人は自ら苦しみて食物を索め

ねばならなくなった．そこで二人は悲しみて“たふたふ前さり たふ

たふ前 太餅ヤト餅，賜へめしょれ 赤螺拾うて おしゃけやべ

ら”」7）と謡った．クバの葉で陰部を隠すようになったのは，海馬（ジ

ュゴン）が交尾するのを見て男女の交わりを知ったからであるとい

う． 

この島は方言でフイ，フイジマ，クイジマと称され，「沖之郡島」

（琉球国高究帳），「沖ノ郡島」（正保国絵図），「コホリ」（慶長 14年

琉球渡海日々記），「郡村」（由来記），「古宇理村」（当時用候表），

「古宇利邑」（球陽）があるとされる．島は明治期になり，士族など

の移住により頂上部と北側にウイバル（上原）・シチャバル（下原）

の屋取が形成される．1644 年に烽火の制が布かれると，標高約

100 m の最高地にトューミャー（遠見台）が設置され，島は航海の

重要な目印となり，伊是名島，伊地村（国頭村）の烽火を受けて今

帰仁に継いだ．戸数―人口は 1880 年（明治 13 年）123-539，

1903 年 131-650（うち士族 8-60）となっている．水利が悪くて水田

がなく，農漁兼業で，主な農産物はサトウキビ，イモ，スイカ，カボ

チャ，葉タバコ，海産物はアジ類，ベラ，ウニ，モズクなどである．  
新城徳祐資料の 1958 年の調査によると 8），この島は昔から今

帰仁間切に属し，代々の今帰仁間切の地頭代の御掛島で，地頭

代を勤めた人たちの屋号は「フイ屋」とか「前（メー）フイ屋」などと

いうとあり，フイ，フイジマと呼ぶのはその名残であろう．島の人口

は 1989 年 360 人余 9）と 1930 年の約半数となり，2019 年 4 月現

在の今帰仁村住民基本台帳によると 365 人（男 216 人，女 153 人，

うち外国人 5人）で約 30年間は同じである．2012年の村政要覧を

みると，ウンジャミやタキヌウガンなど 17 の祭祀があり，遠見台や

いくつかの観光地また 7 月のウニ漁の時に島は賑わう．古宇利島

は 2005 年に長さ 1,960 m の大橋で名護市屋我地島と結ばれ，さ

らに 2010 年にワルミ大橋が開通し今帰仁村と連結された．橋頭の

海岸部には駐車場や土産品店ができて，島への人の出入りが多

くなり観光で連日来訪者がいる． 
大宜味村は沖縄島北部国頭郡の一村，通称山原地域の名護

市羽地地区に続く農山村で，北側に沖縄島の森林を抱える国頭

村，中央山稜を挟んで東側に東村がある．既述のように地名辞典
5,6) を参考にすると，1609 年（慶長 14 年）には国頭方羽地間切・

国頭間切に属していたが，1673年（康熙12年）に羽地間切と国頭

間切から一部の村を割いて田湊間切が設置され，のち大宜味間

切と改称された．大宜味間切は，首里から間切番所のある塩屋村

まで距離 20 里 5 町余（約 79 km）の地にある．「球陽」尚貞王 21

年（1689 年）条によると，「大宜味郡塩屋村」に船を修造するため

に必要な鉄釘を造る小舎が設けられたが，たちまち消失したらし

い．また「球陽」尚敬王 23 年（1735 年）条によると，大宜味・羽地・

久志・国頭の 4 間切にはわずかに美材を残すのみとなっていたの

で，首里王府は法司蔡温に官僚に対して山林の法を教示するよう

に命じている． 
大宜味間切の王府への貢納物は塩屋村に集積され，塩屋湾

から今帰仁運天に運ばれた．1753 年（乾隆 18 年）から，構いの検

者が材木を積んだ船の荷改めをするようになった．大宜味間切は

首里から遠隔地にあるが，山林や田畑や塩など，物資生産の村と

して王府は種々関与していたことが察せられる． 

1908年（明治41年）沖縄県及島嶼町村制施行で大宜味村となり，

渡野喜屋・田港・塩屋・根路銘・大宜味・田嘉里など計 10 字で構

成され，1911 年字塩屋にあった間切番所（のち村役場に改称）は

字大宜味に，のち字大兼久に移転した．明治期に士族が移住し

て形成された屋取部落の大保が 1924年（大正 13 年）頃に字田港

から分離して単独の字となり，1930 年字田港から分離して字屋古

が成立，1946 年旧渡野喜屋が字白浜に改称するなど，分離字や

開拓移住した新字地があり現在 17 字となっている． 
人口は，1880 年 6）田港 272 人，塩屋 846 人，屋古 120 人で，

1984 年 10）田港 203 人，塩屋 754 人，屋古 60 人と減少傾向がみ

られ，さらに 2017 年（平成 29 年）現在 11）田港 91 人（世帯数 54，

男 58，女 33），塩屋 581 人（世帯数 262，男 293，女 286），屋古

115 人（世帯数 47，男 56，女 59）となり，塩屋湾岸域の人口減少

が続いている． 
塩屋湾は西岸の東シナ海に注ぐ大保川の比較的大きな湾-奥

行約 3 km，幅最大約 1.3 km，周囲約 8 km-をもち，湾の入口北岸

に字塩屋があり，湾岸沿いの内陸東方に字屋古，字田港が隣接

し，対岸に字白浜がある．大宜味村の主産業は農業で，サトウキ

ビ，パイナップル，柑橘類，豚があり，塩屋湾ではマダイ，ハマフ

エフキ，スギなどが養殖されている．「喜如嘉の芭蕉布」および田

港・屋古・塩屋・白浜の 4 部落を中心に行われる「塩屋湾のウンガ

ミ」は 1997 年国指定重要無形民俗文化財になっている．1963 年

（昭和 38 年）塩屋大橋の建設によって 8 km ほど迂回する湾岸道

の距離が短縮され，さらに 1999 年現在の大橋が完成する．1993

年「長寿の村日本一」を宣言，高齢者は社会活動に積極的に参

加し，伝統的食生活を受け継ぎ，芭蕉布・シークヮーサー・ぶなが

や（森の精）の里を打ち出し，塩屋湾ウンガミや他の文化財・自然

など文化遺産を継承し，ツーリズムと民泊事業を推進して村の活

性化を図っている． 
 

2．古宇利島と塩屋湾のウンジャミ 

  

今帰仁村のウプユミは一年中でもっとも重要な祭祀とされ，今

泊，古宇利ではウンジャミ，他ではウプユミとも称し，ノロの管轄す

る地域ごとに行われる 5）．今帰仁村史 12）によると，古宇利島のウン

ジャミは旧 7 月の盆の後にくる最初の亥の日に毎年行われ，司祭

するのは，女神人 13 人，男神人 4 人と決まっていて，神人は 1 人

を除き全員白衣を着け，女神人はリュウキュウボタンヅルを頭に巻

いてハーブイ（冠）とする．行事では，空から餅が落ちてきた状況

と最初の男女の交わりが儀礼的に再現されていたが，現在は男

女の交わりの儀礼は行われていない 6）． 

古宇利島のウンジャミ祭祀の経過や内容は今帰仁村歴史セン

ターの仲原弘哲らによって 1989 年～1992 年に調査され 13)，一連

の論文の中で 1919 年（大正 8 年）～1989 年（平成元年）における

祭祀の変遷が記録されている 14）．2018 年 9 月 4 日（旧暦 7 月 5

日，亥），ウンジャミ祭祀を調査した．その日は祭祀の撮影をする

写真クラブのメンバー約 50 名，学生約 15 名，天底小学校 6 年生

約 25 名の大勢の参加者がいて，個人の写真撮影や聞き取りは難

航した．午前 10:00 頃，アサギに女神人 5 名，男神人 2 名が座り

ウンジャミ祭祀が開始される（1989 年 13）は午後 1 時 10 分開始，
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白衣装の女神人 9 名，男神人 2 名，その他の女性数名）． 

女神人は白衣装を着け，リュウキュウボタンヅルのハーブイを頭

に被る（図 2），履物はスニーカー1 名，ゾウリ 4 名，男神人 2 名は

普段着でハーブイも被っていない．島線香：盆に盛った米に 1 本，

前方に据えた小石に 2本＋半分の 3筋．立ち動いて拝むときに女

神人の手に持つ棒は白紙の御幣を付けたもの 2 本（中老の神人），

旗を付けたもの2本（若い神人），御幣と旗を付けたもの1本（高齢

の神人），男神人は中老の神人と同じ旗を付けたもの 1 本．高齢

の女神人の棒と旗は古いもので，若い女神人の棒は最近店で購

入した新しいもの，昔は御幣はなかったらしい（図 3）． 

御願が済んだ後，アサギ庭で女神人 5 名とハーブイを被った男

神人 1 名が東側に開いた 1 辺約 3 m のコの字型の周りを 7 回往

復して両側で拝む，コの字型の角では各回とも礼をして進む（図

4）．コの字は網の形で魚を囲み入れているような感がする．コの

字型の動作は神遊びらしい 15）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 リュウキュウボタンツルのハーブイ 

（古宇利島 2018 年 9 月 4 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 御幣をつけた棒を持つ女神人 

（古宇利島 2018 年 9 月 4 日） 

 

10:15，女神人 1 名が棒の先に白い紙で包んだ供え物（モチ
14））を 3 個束ねたものを挿して立て，その先を廻して振る．最後に

その供え物を男神人が突いて落とす．膳の紙で包んだ供え物を 1

個ずつ女神人に配る． 

10:20，アサギに隣接する民家（フンシヤー，古宇利宅 14））の屋

敷内に移動，祠で拝み，舟形に繋いだ 2 本の縄の中で 7 回舟漕

ぎの所作をする． 

10:30，神道を通り海岸沿いにあるオミヤ（クワッサヤ，シチャヌ

アサギ 14））に降りる．南の海側に向かって拝む．オミヤの前にコの

字型に白線を描いた周りを往復して拝む，往復ともコの字のコー

ナーで礼をする．供え物と線香はアサギと同様である．コの字型

は舟の形ではないということである． 

 

図 4 コの字型の線を回りながら拝む 

（古宇利島 2018 年 9 月 4 日） 

 

その後，海岸の隆起サンゴ石灰岩のシラサへ移動し，岩上に立

ち大宜味村塩屋に向かって拝み，舟漕ぎの所作をする（図 5）．

10:45，クワッサヤに戻り，舟漕ぎの所作をやって，ウンジャミ行事

は終了する．神人たちは頭に被ったハーブイを取ってテントの中

に置くが，特に意味はないということである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 海岸の石灰岩上で塩屋に向かって拝む 

（古宇利島 2018 年 9 月 4 日） 

 

一方，これまでの研究報告から塩屋湾ウンガミは 6），古宇利島と

同じように毎年旧暦 7 月盆明けの初亥の日に，田港・屋古・塩屋・

白浜の 4 部落を中心に行われ，隔年ごとにウグヮンマール（祈願

年）とウルイマール（踊年）があり，豊漁ばかりでなく豊作をも願い

害鼠・害虫・害獣を払うなど，さまざまな内容が盛り込まれている．

早朝に田港の神アシャギでノロによる神迎えがあり，屋古の神アシ

ャギに移って神遊びをし，塩屋へ向かう．途中ノロを乗せてハーリ

ーが行われ，最後に塩屋の浜で神送りの祭儀がある 5）．また大宜

味村史（1978 年）12）から祭祀の大略を述べると，ウグヮンマールは
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